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第５７回青森県農業委員大会
　11月21日㈭リンクステーションホール（青森市）において、県内
の農業委員が一堂に会し、「担い手への農地集積と耕作放棄地の解
消に向けて」をテーマに、強い農業づくり、農業・農村の所得倍増
に向けた、各種の要請実現等を図る目的に、第57回青森県農業委員
大会が開催されました。
　大会では、基調講演や議事に先立ち永年勤続（20年以上）農業委
員表彰が行われ、当市から岩谷 博委員、木村洋一委員、原田繁福
委員が青森県農業会議会長賞を受賞しました。
　その後、以下の要請決議事項が可決されました。
議案第１号　持続可能な農業の実現に向けた施策の充実に関する要

請決議
議案第２号　農業委員会組織の体制整備に関する要請決議
議案第３号　ＴＰＰ交渉からの即時撤退を求める要請決議

　11月21日㈭リンクステーションホール（青森市）において、県内
の農業委員が一堂に会し、「担い手への農地集積と耕作放棄地の解
消に向けて」をテーマに、強い農業づくり、農業・農村の所得倍増
に向けた、各種の要請実現等を図る目的に、第57回青森県農業委員
大会が開催されました。
　大会では、基調講演や議事に先立ち永年勤続（20年以上）農業委
員表彰が行われ、当市から岩谷 博委員、木村洋一委員、原田繁福
委員が青森県農業会議会長賞を受賞しました。
　その後、以下の要請決議事項が可決されました。
議案第１号　持続可能な農業の実現に向けた施策の充実に関する要

請決議
議案第２号　農業委員会組織の体制整備に関する要請決議
議案第３号　ＴＰＰ交渉からの即時撤退を求める要請決議右から２人目＝表彰される原田繁福委員右から２人目＝表彰される原田繁福委員
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五所川原市字岩木町12
℡0173－35－2111（代表）
農政係（内線2774）
農地係（内線2776）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
よ
り
、
本
市
農
業
委
員
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
一
昨
年
に
引

き
続
き
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
春
の
雪
解
け
が
遅
く
、
農
作
業
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
天
候
の
回
復
に
よ
り
、
ま
ず
ま
ず
の

一
年
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
昨
今
の
農
業
情
勢
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
農
畜
産
物
の
価
格
の
低
迷
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢

化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
農
業
労
働
力
の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
は
、
例
外
な
き
関

税
撤
廃
に
よ
り
、「
地
域
や
生
産
者
の
分
断
」
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
は
安
い
農
産
物
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
四
十

年
以
上
続
い
た
減
反
政
策
を
廃
止
し
農
業
の
大
規
模
化
を
図
り
、
生
産

性
を
上
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
零
細
農
家
を
は
じ
め

兼
業
農
家
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
最
近
の
厳
し
い
状
況
を
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本

の
農
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
農
業
も
大
変
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、
食
料
の

安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
生
産
基
盤
の
確
保
や
有
効
利
用
の
促
進
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
な
ど
、
農
業
・
農
村
を
守
り
、
未
来
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
、
委
員
、
事
務
局
職
員
一

同
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
一
層
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
、

農
家
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
、
稔
り
多
い
年

と
成
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新農業委員を紹介します新農業委員を紹介します新農業委員を紹介します

　12月２日㈪市庁舎会議室において、平成25年度の新農業者年金加入
促進を図る目的で、市農業委員、加入推進部長はじめ加入推進員が参
加し、青森県農業会議の講師から、「新農業者年金制度」、「新規加入
目標達成に向けた加入推進対策」について講義がありました。
　新農業者年金は積立方式による確定拠出型で少子高齢化時代でも安
心して加入できる制度で、農業者の方なら広く加入できる年金ですの
で、老後の備えに是非とも農業者年金にご加入ください。

　11月６日市庁舎において、家族
経営協定調印式が市農業委員会の
斎藤会長、農業普及振興室の田中
室長立ち会いのもと、協定書に調
印を行いました。
　調印式では斎藤会長からのあい
さつに引き続き、佐藤さん家族と
其田さん夫妻が協定書に署名捺印、
立会人として斎藤会長と田中室長
が署名捺印し、無事調印を終えま
した。その後、田中室長から激励
の言葉が送られ、それを受けて協
定締結者を代表して佐藤敬道さん
が、これからの農業に対する抱負
を述べ終了しました。

　この協定は、家事や農業経営
の分担、給料形態などを家族間
で話し合って決め、きちんと文
書にして経営をやっていこうと
いうもので、今回３組の締結が
ありました。
　今後は協定をきっかけに、こ
れまで以上に家族で話し合い、
農業の発展につなげていただき
たいものです。

新農業者年金加入促進説明会

新農業者年金加入促進説明会

新農業者年金加入促進説明会新農業者年金加入促進説明会

五所川原市賃借料情報五所川原市賃借料情報五所川原市賃借料情報五所川原市賃借料情報

　市農業委員会が12月下旬に農家の皆さんに送付しました、農業委員会委員
選挙人名簿登載申請書の提出期日は、下記のとおりですので忘れずに提出く
ださるようお願いします。
　なお、この申請書の提出がない場合は、選挙資格名簿に登載されない事が
ありますのでご注意ください。

◇農業委員へ提出される方
　平成26年１月６日㈪まで（厳守）
◇農業委員会（金木・市浦総合支所含む）へ提出される方
　平成26年１月９日㈭まで（厳守）
※申請用紙が送付されない、また不明な点がありました
　ら、市農業委員会事務局まで問い合わせください。

【問い合わせ先】 市農業委員会　℡35－2111  内線2776・2778

　平成25年１月から12月までの締結（公告）された賃貸借における賃借料水
準（10ａ当たり）は、以下のとおりになっております。
１．田（水稲）の部（10ａ当たり）

２．畑（普通畑）の部（10ａ当たり）

※１　データ数は、集計に用いた筆数である。
※２　賃借料は物納支給（水稲）としている場合は、60kg当たり11,000円に換

算している。
※３　金額は算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※４　平均額は平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値である。
※５　「畑（樹園地・りんご）の部」については、データ数が
　　　５つに満たないため算出していない。
【問い合わせ先】 市農業委員会  農地係　℡35－2111  内線2776

■事業の特徴
・個人で事業を実施できます。
・自力施工ができ、工事費を軽減できます。（改植）
・改植前と同じ品種への改植は対象外です。ただし、
　普通樹からわい化への改植は対象となります。
■事業内容・補助率

優良品目・品種への改良
①りんご→わい化りんごへ
②りんご→普通樹りんごへ
③その他の果樹

①定額（32万
円／10ａ）
②定額（16万
円／10ａ）
③１／２以内

地続きで２ａ以上
（過去に国庫事業
で改植した場合は
８年経過している
こと）

定額（８万円
／10ａ）

・２ａ以上で、伐
採後果樹を植栽
しないこと

・担い手への園地
集積

１／２以内

①～③10ａ以上

④２ａ以上

１／２以内 10ａ以上で、果樹
共済に加入してい
ること

・担い手農業
者以外も実
施可能
・すでに廃園
している園
地は対象外

１／２以内 10ａ以上

１／２以内 ２ａ以上

産地計画で位
置づけられた
担い手農業者
（認定農業者
及び本人また
は後継者が70
歳未満で果樹
経営面積が65
ａ以上の農業
者）

小規模園地整備
①園内道の整備
②傾斜の緩和
③排水路の整備
④土壌土層改良

用水・かん水施設設置

条件付新植

補 助 率 実 施 要 件 助成対象者事　業　内　容

防霜ファン・防風網の整備

廃園

農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の提出を忘れずに！農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の提出を忘れずに！

　ごしょつがる農業協同組合の新役員人事に伴い、同農協推
薦の農業委員が新たに選任されましたので、ご紹介します。
　このたび新農業委員になられた、伊藤秀司さんです。
　前任の小田桐秀壽さんに代わり、市農業委員会農地部会委
員として、これから農業振興に尽力いただきます。

家族経営協定家族経営協定平成２６年度
補助事業募集のお知らせ

平成２６年度
補助事業募集のお知らせ

締結しました締結しました

基盤整備地域
未整備地域
基盤整備地域
未整備地域
基盤整備地域
未整備地域

24,500
16,400
32,800
19,500
16,000
16,000
26,300

40,500
29,000
44,000
33,000
22,000
22,000

7,800
7,500
11,400
7,700
10,000
10,000

533
75
253
33
48
61

7,500 11,000 3,000 25

五所川原
地　　域

金木地域

市浦地域

（参考）五所川原市平均

五 所 川 原 市 全 域

締結（公告）された地域名

りんご農家の皆さんへ

締結（公告）された地域名

平均額（円）最高額（円）最低額（円） データ数

平均額（円）最高額（円）最低額（円） データ数

１ 果樹経営支援対策事業

　果樹経営支援対策事業で改植された方（５ａ以上）を対象に未収益
期間中の維持管理する経費に対して、10ａあたり５万円を４年間分一
括交付されます。
■改植にかかる補助金予定額
《例》 普通樹（つがる）をわい化（トキ）にした場合（10ａあたり）
　　　①果樹経営支援対策事業　　補助金32万円
　　　②果樹未収益期間対策事業　補助金５万円×４年間＝20万円
　　　補助金合計　①＋②＝52万円（10ａあたり）
■申込期間
　１、２いずれの事業も平成26年２月20日㈭まで
■申 込 先

農協りんご出荷者は出荷のある各農協へ。農協以外の出荷者は
農林水産課（内線2516）まで。

２ 果樹未収益期間対策事業

1/1
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平成26年1月現在平成26年1月現在平成26年1月現在平成26年1月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。価格等の条
件は交渉できる場合もあります。農地の位置図もありますの
で興味のある方は、事務局農地係へご連絡ください。

※農地を売りたい貸したい方、買いたい借りたい方は、農業委
員会にご相談ください。

持子沢字三原
高野字北原
高野字柳田
前田野目字長峰
羽野木沢字隈無
原子字紅葉

毘沙門字上熊石

金木町川倉宇田野
金木町芦野
梅田字福浦
飯詰字狐野
飯詰字桜田
金木町嘉瀬萩元
金木町芦野
下岩崎字尾花原
下岩崎字駒返
金木町嘉瀬上端山崎
長富字鎧石
小曲字沼田
神山字山越
神山字山越
金木町嘉瀬駒留
金木町嘉瀬駒留
金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本

金木町喜良市坂本

高瀬字鷹ノ爪
原子字山元
金木町芦野
俵元字松代
原子字紅葉
豊成字田子ノ浦

金木町嘉瀬雲雀野

金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本
金木町芦野
金木町芦野

原子字志多

金木町芦野
桜田字鴻ノ巣

飯詰字森越

姥萢字桜木

毘沙門字中熊石

金木町嘉瀬雲雀野
金木町嘉瀬萩元
福山字実吉

持子沢字笠野前

持子沢字隠川

田

畑
畑

畑

畑
畑
畑
畑
田
畑
田
田
田
田
田
畑
畑
田
田
田
畑
畑
畑

畑

田
畑
畑
田
畑
田

畑

畑
畑
畑
畑

田

畑
畑

田

田
田
畑

田

田

畑

済

未

未
未
未
未
未

未
済
済

済

済

済
無

無

済

139.5
4.0
53.1
20.0
65.8
19.4

27.9

11.3
19.8
30.1
24.9
31.3
3.5
40.8
22.05
19.13
30.99
65.0
8.5
63.2
73.09
 1.70
 3.92
19.17
13.63
13.71

25.90

25.27
31.66
 9.50
0.67
32.54
 2.15

  8.41

19.50
10.61
9.10
15.62

 0.72

10.39
4.84

3.99

39.54
59.93
6.22
3.07
1.16
56.03

5.89

31.21

49.58

休耕田

原野化
休耕畑

休耕畑

休耕畑
休耕畑
りんご
休耕畑

休耕畑
休耕畑
麦
麦

水　稲
水　稲
休耕畑
りんご
休耕田
水　稲
水　稲
休耕畑
休耕畑
休耕畑

休耕畑

そ　ば
休耕畑
休耕畑

休　耕

休耕畑

休耕畑
休耕畑
休耕畑
休耕畑

休　耕

野　菜
休耕畑

転作作物

地力増進作物
水　稲
休　耕

休耕田

田

プルーン

りんご

りんご

55万円
(応相談)

標準
15万円(応相談)

交渉次第

30万円
1万円
1.2万円
標準
標準
5.5万円
交渉次第
20万円
20万円
全部で米４俵
交渉次第
無償貸与
売渡20～25万
貸付交渉次第
交渉次第
交渉次第
5千円～1万円
5千円～1万円
5千円

応相談

15万円
無償貸与
応相談

応相談

応相談

応相談
応相談
交渉次第
交渉次第

交渉次第

交渉次第
交渉次第
2.7万円(平均的
な賃料希望)
35万円希望
Ｈ26から(応相談)
応相談

応相談

応相談(平均的な価格)
貸借10a当り11,000円
売買価格 25万円
貸借10a当り11,000円
売買価格 65万円
貸借10a当り11,000円
売買価格 50万円

売渡

貸付
売渡
貸付
売渡
売渡
貸付
貸付

貸付

売渡
売渡

売渡

貸付
売渡
貸付
売渡
貸付
売渡
売渡
貸付
貸付
貸付
売渡
貸付
売渡
貸付
売渡

売渡
貸付

売渡
貸付
売渡
売渡
貸付
売渡
売渡
貸付
売渡
売渡

貸付

売買
売渡
貸付

売渡

売渡

売渡
売買

35

52
61

69

76
79
80

89

94
97

98

101
105
107

108

117
118
120
121
122

123

124
125
126

127

128

129
130
131
134

135

138
139

140

141

142

143

144

146

受付
番号 区分 農地所在 地目 ほ場

整備
面積
（a）

10a当り
希望価格

利用
状況

各種申請書の受付締め切り日について各種申請書の受付締め切り日について
　当委員会では各種申請書の受付締め切り日を次のよ
うに設定しています。
◎農地法第４条申請書、第５条申請書
•農地を農地以外のものとして使用する場合
　例：住宅建築・車庫・店舗
　毎月末日締め切り（末日が市役所閉庁日の場合は翌日）

◎農地法第３条申請書、農用地利用集積計画書の同
意、競売・公売買受適格証明願
•農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売
の入札に参加する場合
　毎月５日締め切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌日）

◎あっせん申出書
•あっせんにより農地を貸借・売買する場合
　毎月15日締め切り（15日が市役所閉庁日の場合は翌日）

【問い合わせ先】
市農業委員会農地係　℡35－2111　内線2776

※許可のポイント、申請から許可までの流れ、必要書
　類一覧表等については、農業委員会に備えています。

1/1
1/1
1/11/1
H24H24H24H24 4444
第41号第41号第41号第41号

○平成26年1月 農地部会・農業振興部会
【1月22日（水）】
場所：五所川原市民学習情報センター

○平成26年2月 農地部会・農業振興部会
【2月21日（金）】
場所：五所川原市民学習情報センター

※法令により総会・部会等の会議は公開されております。
また、会議録は農業委員会事務局にて閲覧できます。

【問い合わせ先】
市農業委員会  ℡ 35－2111  内線2772

　旧金木町職員として、２年間生産調整や転作業務を
経験した土佐竜一氏により、これからの農業経営に参
考となる施設野菜や植物工場について講演していただ
きます。
◎日　時　２月６日㈭　午後３時～５時
◎場　所　ホテルサンルート五所川原 ２階萬葉の間
◇講演：「（仮）次世代施設園芸の推進について」
　講師：農林水産省 生産局農産部 園芸作物課
　　　　花き産業・施設園芸振興室 施設園芸対策班
　　　　課長補佐　土佐　竜一 氏
　◇農業について意見交換会
◎参加費　無料
◎対象者　農業者
　※意見交換会後に懇親会を開催します。
　　•時間：午後５時から７時　　•会費：3,000円
◎申込方法：１月30日㈭まで電話にて申し込みください。
※市議会経済文教常任委員・農業委員・認定農業者等
の意見交換会のみの参加可

【問い合わせ先】 市認定農業者協会・市農業委員会
　　　　　　　　 ℡ 35－2111  内線2774

市議会経済文教常任委員・農業委員・
認定農業者等の意見交換会の開催について

1/1
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第53号第53号第53号第53号


